
研修 評価     

研修名 
みんなで考える慢性心不全患者の看護 

～地域から病院、そして地域へ～ 

領 域 

 

臨床実践能力 

（ケアする力） 

会場 新潟県看護研修

センター 

受講料 会 員：3,080円 

非会員：9,240円 

対 象 

 

学習段階レベル（Ⅰ～Ⅲ） 

募集数( 80人)応募数( 53 人)参加数( 49人 )会員数( 46 人)非会員数( 3 人) 

日 時 

 
令和 7年 12月 2日（火曜日）  10：00 ～ 16：00 

ねらい（目標） １）包括的な慢性心不全患者の看護を考えることができる 

２）自施設での慢性心不患者ケアにつなげることができる 

講 師 白倉 透規（社会医療法人立川メディカルセンター立川総合病院、慢性心不全看

護認定看護師）） 

内容・方法 

 

講義・演習 

・慢性心不全の予防的知識 

・治療と看護 

・心臓リハビリテーション 

・地域との連携及び患者受け入れの現状 

・今後の展望 

結 果 

 

 

○参加者数    49名 61％ 【達成・未達成】 

○アンケート結果（回収率 86%） 

 ・理解度       100％ 【達成・未達成】 

 ・自己課題の達成度  100％ 【達成・未達成】 

○受講者の意見 

・研修内容を踏まえ関わり、患者さんや家族の望む最期となれるよう看護してい

きたいと思った。 

・最新情報を知ることができ、うなずけることが多くあり、大変勉強になりまし

た。自分の職場でも少しでも良いものを提供できるよう努力したい。 

・外来や地域連携に興味があったため、具体的な話が聞けて学びになった。 

・地域での心不全患者への対応のポイント等を詳しく知りたいと思った。 

評 価・総 括 ○目標達成の評価：【研修会の目標は達成した・達成しなかった】 

・研修アンケートより、研修のねらいと研修内容の整合性について、ほぼ 100％

達成できたとの意見があり、研修評価は達成できたといえる。 

○総括 研修会開催の良かった点・改善点、今後の継続について 

・心不全に関心を持ち、地域との連携についても知りたいと感じている人が多

く、今後も研修の継続が望ましい。 

・配布資料の文字が見えづらいとの意見があった。 

・グループワークを希望している参加者がおり、参加者間で意見交換できる内容

があると更に良いと考える。 

課 題 ○特になし 

担当者 教育委員  

 
 

評価基準： 

①参加数が募集数の

70％以上 

②研修内容の理解度

（できた、ほぼでき

た）80％以上 

③自己課題の達成度

又は研修目標（知識

技術）の習得度（で

きた、ほぼできた）

80％以上 

④アンケートの意見 


